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（一般社団法人 日本電気協会新聞部）

一般社団法人日本電気協会新聞部が発行する電気新聞は、電力・エネルギー業界で唯一の日刊専門紙です。
1907年の創刊以来、国内外のエネルギー政策をはじめ、エネルギーの需給動向、電力会社の経営、電力関連の
技術開発などの情報を提供しています。読者は企業、自治体、官公庁、海外など多岐にわたっています。

昨年度受賞校の活動内容について

【小学校の部】
いわき市立好間第二小学校

【中学校の部】
和歌山県立向陽中学校

【高校・高専の部】
筑波大学附属聴覚特別支援学校

【中学校の部】
京都市立西京高等学校附属中学校

最優秀賞

優秀賞
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　生活科、理科、総合的な学習の時間を中心に全学年
体制のプログラムを組み、ものづくりや実験を体験活
動に取り入れています。
　また、大学や企業と連携し、エネルギー・科学の授
業やエネルギー施設見学も行っています。これらの実
践を踏まえ、将来のエネルギー環境問題の解決に係る
人材育成の一端を担っていきたいと思います。

　３年間の総合的な学習を「環境学」とし系統的な学
習を実施しています。２年生で発電方法の探究および
効率化を学び、３年生では原子力をテーマにディベート
も行い、卒論のテーマにエネルギーを選ぶ生徒も多い
です。
　この他にも、エネルギー施設の見学や学校見学会、
文化祭などで地域への発信も行っています。

　生徒が正しくエネルギーについて学べるように取材
したことや外部講師の講演等を可視化した教材開発を
行っています。石炭や地熱、水力の施設を取材したほか、
エネルギーミックスやエネルギー外交をテーマに講演
会を実施し教材開発につなげました。
　これらを全国のろう学校に向けエネルギー教育の教
材として公開・貸与しています。

　技術・家庭科を中心に理科や社会とのクロスカリ
キュラムによるエネルギー教育を実践しています。指導
者が自作した視聴覚教材（絵本、立体模型など）を活用
し、生徒の関心を高め、知識の習得につなげています。
　企業等との連携のほか、「西京energy」通信を発行
するほかホームページ、文化祭を通じ、外部への発信も
行っています。
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